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１ 連携方針と連携手続

２ メタデータ連携の仕組みについて

３ 二次利用条件の設定について
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1 連携方針と連携手続

詳細はジャパンサーチを参照
「連携をご希望の機関の方へ」（https://jpsearch.go.jp/cooperation）
「連携に関するQ&A」（https://jpsearch.go.jp/cooperation/faq）
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https://jpsearch.go.jp/cooperation
https://jpsearch.go.jp/cooperation/faq
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ジャパンサーチの連携方針

（つなぎ役不在の場合）直接連携

メタデータ集約を行うつなぎ役が明確ではない分野・地域については、
条件に当てはまるアーカイブ機関との直接連携を検討

• 国の機関であり、当該分野におけるコンテンツを幅広くカバーしているアーカイブ機関

• 公益に資する目的のため、当該分野におけるコンテンツを幅広くカバーしているアーカイブ機関

• 唯一性・独自性の高いコンテンツ群を塊として扱う分野・地域を代表するアーカイブ機関

• その他、実務者検討委員会において適当と認められるアーカイブ機関
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2 メタデータ連携の仕組みについて
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メタデータ（目録情報等）

サムネイル/プレビュー

コンテンツ

コンテンツの内容や所在等の情報を記述
するデータ。目録・書誌データ、文化財
基礎データ等のテキストやID

コンテンツの縮小画像（サムネイル）、
本文テキストの一部表示や数秒程度の音
声・動画（プレビュー）等

デジタルコンテンツのほか、アナログ媒
体の資料・作品等も含む。

（出典）『デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン』（デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁連絡
会・実務者協議会、平成29年4月）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf を一部加工

メタデータとサムネイルをオープンに流通させることで、
コンテンツの活用が促進される。
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ジャパンサーチの場合、
サムネイルURL・コンテンツURLを
メタデータの一部として収集・利用

7
ジャパンサーチとの連携 ーメタデータ連携ー

デジタルアーカイブが扱う

３つの情報資源

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf
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※1：名称/タイトル、時間、場所、所蔵機関、URL等の分野横断で共通となりうる項目のみ

※2：分野横断して利活用可能とするジャパンサーチにおけるメタデータの標準形式。
Europeana等とも連携可能

つなぎ役・アーカイブ機関

0

メタデータ

連携時のメタデータ
フォーマット：
データ提供者が使用して
いるそのままの形でOK

多様なファイル形式に対
応（TSV/CSV、エクセル、
JSON、XML）

ジャパンサーチ

メタデータ

ジャパンサーチ利活用ス
キーマ※2に変換
（利活用のための分野共通メタ
データモデル）

共通項目ラベル※1の付与

利用者・活用者

検索
(横断検索、テーマ別
検索、画像検索)

API
(SPARQLエンドポイン
ト、簡易Web API)

マイノート・
ギャラリー・
ワークスペース・
プロジェクト

データ利用データ登録

連携方式：
①管理画面でファイルの
アップロード

②ファイルをWebに掲載
（週次/月次の設定も可能）

③OAI-PMH
（大量かつ高頻度の場合）

メタデータ連携と活用までの流れ



全てのメタデータ項目を単一フォー
マットにマッピング

マッピングできない項目は、「その
他」や「注記」等に紐づけ

従来の方式

アイテム A

書名

著者

出版年

出版者

分類

アイテムB

作品名

作者

時代

材質・技法

指定区分

ジャパンサーチ

共通項目とマッピング

タイトル

作成者

タイトル

作成者タイトル

作成者

作成年

その他

アイテム A

書名

著者

出版年

出版者

分類

アイテム B

作品名

作者

時代

材質・技法

指定区分

書名

著者

出版年

出版者

分類

作品名

作者

時代

材質・技法

指定区分

共通項目

個別項目

登録されたメタデータ項目（個別項目）に「共通
項目ラベル」 を付与し、分野横断の串刺し検索を
実現
※タイトル、年代、作者、提供者、URL等の分野横断で共通となりうる項目のみ

※

参考



３ 二次利用条件の設定について
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項目 記入例

メタデータの権

利表示

<a

href="https://creativecommons.org/publicdoma

in/zero/1.0/deed.ja" rel="nofollow">CC0</a>

サムネイル画像

の権利表示

東京富士美術館収蔵品データベース掲載のデジタル

画像の原作品は、著作権保護期間が満了したパブ

リックドメイン（PDM）です。本デジタル画像作成

により当館が有し得る著作権等の権利については<a

href="https://creativecommons.org/publicdoma

in/zero/1.0/deed.ja" rel="nofollow">CC0</a>

を適用します。

コンテンツの権

利区分
CC0 ※15種類から選択が可能

コンテンツの権

利表示

東京富士美術館収蔵品データベース掲載のデジタ

ル画像の原作品は、著作権保護期間が満了したパ

ブリックドメイン（PDM）です。本デジタル画像

作成により当館が有し得る著作権等の権利につい

てはCC0を適用します。

※連携機関が公開している利用条件ページがあれ

ば、そこへのリンクも可能

データベース基本情報 （データベース紹介ページ） （個々の検索結果詳細画面）

ジャパンサーチにおける二次利用条件設定と表示
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デジタルコンテンツの権利区分と「早見表」の対応関係

早見表の例
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詳細：ジャパンサーチ「デジタルコンテンツの二次利用条件表示について」のページを参照
https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements

https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements
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デジタルコンテンツの二次利用条件の検討に当たってのフローチャート

デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について（2019年版）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/nijiriyou2019.pdf

＝権利区分

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/nijiriyou2019.pdf


データ利用に当たってのお願い
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検索結果詳細画面から
出典の記載例をコピー

https://jpsearch.go.jp/policy#185tphq1umpons

ジャパンサーチのサイトポリシーから

参考

https://jpsearch.go.jp/policy#185tphq1umpons


1. メタデータの整備

「名称/タイトル」「ID」のみ必須ですが、次の点にもご留意ください。

 IDは永続的であり、システムリプレース等の際に変更されないものにすること

 ジャパンサーチからとぶリンク先ページの「固定URL」

 「サムネイル画像URL」「コンテンツURL」

 （可能なら）名称/タイトルのローマ字（英語）

2. 二次利用条件の設定

メタデータ、サムネイル、デジタルコンテンツの利用条件の設定及び公開についてご検討ください。

 ジャパンサーチでは、メタデータは「原則CC0」
※国際的流通を意識（Europeanaと同レベル）
・著作物性のあるもののみCC BYでも可。民間機関のメタデータなど原則に対応できない場合はデータベースごとに利用条件が分かるよう設定可能

・ユーザには、CC0であっても出典等の情報を明記するよう、サイトポリシーでお願いしています

 サムネイルはCC0/CC BY相当に

 デジタルコンテンツのウェブ公開を増やし、可能ならCC0/CC BY相当に

 詳細な利用条件を説明するページがあれば、ジャパンサーチからそこへのリンクも張れます。

各機関のご判断により、ウェブ公開有無や利用条件の設定ができますが、可能な範囲で、オープンな利活用にご
協力をお願いします。
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連携をご希望の皆様へ（お願い）

参照：「ジャパンサーチとの連携方法【簡易版】」https://jpsearch.go.jp/static/pdf/cooperation/renkei_simple_20201124.pdf

参照：「デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について（2019年版）」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/nijiriyou2019.pdf

https://jpsearch.go.jp/static/pdf/cooperation/renkei_simple_20201124.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/nijiriyou2019.pdf


連携方法の解説動画

16

https://www.youtube.com/watch?v=c3RLty0JKUQ

【アーカイブ機関向け】徹底解説！ジャ
パンサーチへのメタデータ登録手順

https://www.youtube.com/watch?v=afjZo8gY16Y

【アーカイブ機関向け】ジャパンサーチと連
携するメリットと手順を解説！

https://www.youtube.com/watch?v=c3RLty0JKUQ
https://www.youtube.com/watch?v=afjZo8gY16Y


JAPAN SEARCH 公式（＠jpsearch_go）

https://twitter.com/jpsearch_go

https://jpsearch.go.jp/contact

JAPAN SEARCH 公式 YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCSK72iSEQMzEcu8BWLEFzPQ
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ジャパンサーチ / Japan Search Facebook
https://www.facebook.com/jpsearchgo/

連携希望、改善要望、プロジェクトの利用申請、
各種ご質問は、お気軽に

画面下の「お問合せ」から。

JAPAN SEARCH 公式 Instagram
https://www.instagram.com/japansearch_go/

https://twitter.com/jpsearch_go
https://jpsearch.go.jp/contact
https://www.youtube.com/channel/UCSK72iSEQMzEcu8BWLEFzPQ
https://www.facebook.com/jpsearchgo/
https://www.instagram.com/japansearch_go/
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項目名 種別 意味

ID 必須 データベースのID

データベース名（日本語） 必須 データベースの名称（日本語）

データベース名（英語） 必須 データベースの名称（英語）

データベース名（読み） 必須 データベースの名称のヨミ（全角かな又はカナ）

データベースの説明（日本語） 必須 データベースの説明（日本語）

データベースの説明（英語） 推奨 データベースの説明（英語）

カテゴリ 必須 データベースが扱うコンテンツの種別。選択式（アニメ/映画/ゲーム/公文書/自然史・理工学/書籍等/人文学/地域/地図/データセット/

美術/舞台芸術/文化財/放送番組/マンガ/メディアアート）

サブカテゴリ データベースが扱うコンテンツの種別。選択式のカテゴリを補うための情報

メタデータの権利表示（日本語/英語） 推奨 ジャパンサーチに登録されているメタデータの権利情報/二次利用条件について記載

記入がない場合は、CC0扱い（著作物性のある項目のみCC BYの場合は、項目名とCC BYの記載が必要）

メタデータAPIの利用 メタデータをジャパンサーチ利活用データとしてAPI提供する条件

選択式（API取得可能/一部項目利用不可/API利用不可）

サムネイル画像の権利表示（日本語/英語） 推奨 ジャパンサーチにURLが登録されているサムネイル画像の権利情報/二次利用条件（対象のサムネイル画像がある場合）

コンテンツの権利区分 推奨 デジタルコンテンツの二次利用条件で、検索・絞込み用に16種類からの選択式となっている（選択肢は、「（参考）ジャパンサーチで

付与可能な二次利用条件表示一覧・早見表との対応表」を参照）。

個々のコンテンツによって権利区分が異なる場合は、共通項目ラベル定義又はコンバータ対応が可能

コンテンツの権利表示（日本語/英語） 推奨 自機関のデータベースで公開しているデジタルコンテンツの権利情報/二次利用条件の特記事項。CCライセンスのバージョン（最新でな

い場合）、自機関の詳細な利用条件ページURL、その他留意事項等

コンテンツ公開状況 推奨 デジタルコンテンツのアクセス範囲

選択式（「ウェブ公開」「限定公開」「デジタルコンテンツなし」「コンテンツによってアクセス可能性が異なる」）

個々のコンテンツによって公開状況が異なる場合は、共通項目ラベル定義又はコンバータ対応が可能

コンテンツ種別 推奨 データベースが扱うデジタルコンテンツのファイル形式の種別

選択式（画像/動画/文書/表形式/音声/3D/コンテンツによって異なる）

個々のコンテンツによって公開状況が異なる場合は、共通項目ラベル定義又はコンバータ対応が可能

データベースのURL 推奨 データベースのURL

代表画像 推奨 データベースの代表画像

＊未設定の場合、「連携データベース一覧」でNO IMAGEとなるため、画像の設定を推奨

所蔵機関の一括設定 所蔵機関の名称

所蔵機関URLの一括設定 所蔵機関のURL

簡易IIIF-API IIIF画像を持っていないデータベースで、コンテンツURLをジャパンサーチに登録している場合、コンテンツにアクセスがあった際に自

動的にアップロード画像を作り、ジャパンサーチ経由でIIIF配信できるようにする機能

（注意点）アップロード画像を生成する際、ジャパンサーチ側でコンテンツ画像を複製・保存される

（参考）データベース情報の登録（データベース定義）



 共通項目ラベルを付与する項目
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項目名 種別 意味

ID 必須 オリジナル（ソース）データの一意のID。レコードのURIに使われる。

名称/タイトル 必須 レコードの名称。検索結果の表示に使われる。

名称/タイトル英語 あれば必須 レコードの英語名称又はローマ字

名称/タイトルヨミ あれば必須 レコードの名称の読み。

最終更新日 あれば必須 データの最終更新日

URL あれば必須 レコードのリンク先のURL

サムネイル画像URL あれば必須
サムネイル画像のURL【複数登録可】
メタデータになくても、一定の規則性を持つURLの場合はコンバータ対応が可能

コンテンツURL 推奨
対象のデジタルコンテンツ公開URL【複数登録可】
メタデータになくても、一定の規則性を持つURLの場合はコンバータ対応が可能

IIIFマニュフェストURL あれば必須 IIIFマニュフェストURL

コンテンツ種別 対象のデジタルコンテンツの種類。データベース定義と異なる場合に設定。

コンテンツの権利区分 あれば必須
データベース定義と異なる場合に設定。コンテンツの権利情報/二次利用条件だが、検索・絞込み用に15種類の選択式に
なっている。

コンテンツ公開状況
あれば必須

データベース定義と異なる場合に設定。デジタルコンテンツのアクセス範囲をコード値で指定。「ウェブ公開」「限定公
開」「デジタルコンテンツなし」の選択式。

カテゴリ 書籍、美術、文化財、公文書などカテゴリー（分野）の絞り込み検索用に使われる。

解説 推奨 対象に関連する解説

解説（英語） 推奨 対象に関連する解説（英語）

人物/団体 対象の作成・公表に関わった人・組織（作者、発行者、出演者等）【複数登録可】

時間/時代 対象に関連する時間（制作年、対象時期等）【複数登録可】

場所 対象に関連する場所（発行地、制作地等）【複数登録可】

座標 対象に関連する座標

所蔵機関 あれば必須 オリジナルのコンテンツを所蔵する者。データベース定義と異なる場合に設定

所蔵機関URL
所蔵機関のリンク先URL。データベース定義と異なる場合に設定
（検索結果から、オリジナルのコンテンツの所蔵機関のWebサイトやデータベースに遷移させたい場合）

（参考）ラベル定義


